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TOBE continuedTOBE continued

広告

砥部町公式ＬＩＮＥ友だち募集中
砥部町の情報だけでなく周辺地域のイベントなども配信
しています。もちろん防災情報もLINEでお知らせします。
ぜひ、砥部町公式 LINE をご登録ください。

友だち追加方法

● ＩＤで検索「@tobe」
● ２次元コードを読み取る
● 利用者設定のお知らせ受信設定を選択

教えてふるたにさん !

これまでにない新たに展開しているおもしろい取り組みはありますか？

オープンなまちへ

数多くの民間企業と連携した新しい事業が進んでいます。私が就任して以降、W
ワ イ ズ バ イ ン

iseVine、T
タ イ ミ ー
imee、丸

まるとら
虎

國際（台湾企業）、N
ナ ー ス ア ン ド ク ラ フ ト

urse ＆ Craft、伊予銀行などといった企業や、県立医療技術大学とも事業を展開して
います。その中からいくつかご紹介します。

WiseVine とは生成 AI を活用し、自治体の事業の業績評価や予算編成に関する実証実験を行っています。また、
新しい予防医療サービスの実証事業として、訪問看護などを手掛ける Nurse ＆ Craft、県立医療技術大学とタッグ
を組み、スマートデバイスで取得した情報を活用し、オンラインで健康相談などを行うデジタルヘルスケア事業を
展開しています。高齢化社会における安心材料のひとつとして、活用していきます。

その他、伊予銀行と廃校等公共施設利活用プロジェクトを展開し、11月 28 日に廃校等公共施設バスツアーを
行います。使われていない公共施設を民間企業の発想や経験により、有効活用してもらうことが地域の活性化に
つながるものと考えています。

今回ご紹介した事業は、いずれも先進的で多くのメリットが見込める取り組みだと自負しています。挑戦を重ね
ながら「“ハコ”（箱もの＝公共施設）から“ヒト”へ」と、砥部町の明るい未来を創っていきます。

第７弾

こんにちは！砥部町長の古
ふるたにたかひろ

谷崇洋です。先日、中村時広愛媛県知事が主催する政策勉強会「LS21」に
参加しました。（首長では初めての参加だったそうです。）この勉強会は、市町の垣根を超え、超党
派で議員が集い、議論にとどまらず、政策の立案を目指すものです。自分たちの暮らす町のために !
という思いから展開される熱い議論に、私も強い刺激を受けました。 古谷崇洋

Instagram は
こちら

＠ FURUTANI_
TAKAで検索

９月１日現在 前月比　
人口 20,003 人 − 11 人

男 9,473 人 − 7 人

女 10,530 人 − 4 人

世帯 9,593 世帯 ＋ 4 世帯

０～ 14 歳 2,222 人 − 10 人

15 ～ 59 歳 9,445 人 ＋ 3 人　

60 ～ 64 歳 1,241 人 − 12 人

65 歳以上 7,095 人 ＋ 8 人　

人の動き


